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ソフトウェア管理技術の

最新動向

奈良先端科学技術大学院大学
情報科学研究科

松本健一

あらまし

� ソフトウェア管理技術の現状
� 情報処理学会特集号

� ソフトウェアの現状
� 今後の展望
� ソフトウェア管理の最近の話題

� Evidence Based Software Engineering
� 文部科学省リーディングプロジェクト

ソフトウェア管理技術の現状

情報処理学会誌特集号
Vol.44, No.4 (2003)

特集号バックナンバー（１）

� ソフトウェアマネジメント Vol.33 No.8 (1992)
� ソフトウェアマネジメント概説 （東 基衛、細谷 僚一、高

橋 宗雄）

� ソフトウェアのコスト見積り技術 （大筆 豊）

� ソフトウェアのライフサイクル管理 （村上 憲稔）

� ソフトウェアの品質管理と品質保証 （飯塚 悦功）

� ソフトウェアの品質定量評価とテスト管理 （東 基衛、

保田 勝通）

� ソフトウェア構成管理と保守管理 （松尾谷 徹）

特集号バックナンバー（２）

� ソフトウェアプロセス Vol.36 No.5 (1995)
� ソフトウェアプロセスに関する研究の概要 （落水 浩一

郎）

� 代表的なプロセス記述言語の特徴 （鈴木 正人）

� ソフトウェアプロセス評価の動向 （藤野 喜一）

� プロセス成熟度モデルCMMの適用評価 （堀田 勝美）

� ISO 9000-3のソフトウェア品質保証モデル （飯塚

悦功）

� ソフトウェアライフサイクルプロセス （村上 憲稔）

【次のスライドに続く】

特集号バックナンバー（２）

� ソフトウェアプロセス Vol.36 No.5 (1995)
� プロセス支援環境 （鯵坂 恒夫）

� ソフトウェア開発プロセスの再構築 （石田 厚子）

� ソフトウェアプロセス・リエンジニアリング （青山 幹雄）

� プロセス指向のソフトウェア設計教育 （望月 純夫）
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本特集号の記事タイトル

� ソフトウェア管理技術の最新動向を探る
� ソフトウェア管理技術の現状 （松本 健一）

� 定着を重視したプロセス改善活動 （小笠原 秀人、小

島 昌一）

� ソフトウェアプロセス成熟度向上のための基盤技術の開

発と展開 （込山 俊博）

� ソフトウェア中心の大規模システム開発プロジェクト事例

にみる成功要因と考察 （高木 徳生）

【次のスライドに続く】

本特集号の記事タイトル

� ソフトウェア管理技術の最新動向を探る
� 情報システムの脆弱性を意識したソフトウェア開発管理

（森崎 修司、久島 広幸）

� 自動車組み込みソフトウェアにおける開発戦略 （菅沼

賢治、村山 浩之）

� オープンソースソフトウェア「じゅん」の開発管理 （西中

芳幸）

３つの観点

開発作業開発作業開発作業開発作業

（（（（変換変換変換変換プロセスプロセスプロセスプロセス））））

入力入力入力入力プロダクトプロダクトプロダクトプロダクト 出力出力出力出力プロダクトプロダクトプロダクトプロダクト

リソース

プロセス観点：ＣＭＭＩ

� SEIが進めているプロジェクト．
� ソフトウェア中心のシステムや製品に対して開発プ

ロセスの改善を支援する道具を提供する．

統合される３つのモデル

ハード
開発者

ソフト
開発者

外注先

ソフトウェア調達
CMM（SA-CMM）

システムエンジニアリング
CMM（SE-CMM）

ソフトウェア
CMM（SW-CMM）

顧客
（調達者）

システム
開発者

要求

システム

ハードウェア

ソフトウェア

ソフトウェア
コンポーネン
ト

•要求分析

•コンポーネント統合

統合製品開発CMM
（IPD-CMM）

モデル改良

4種類5種類コモンフィーチャ

プラクティス
・固有プラクティス（Specific Practice）
・共通プラクティス（Generic Practice）

キープラクティスプラクティス

ゴール
・固有ゴール（Specific Goal）
・共通ゴール（Generic Goal）

ゴールゴール

プロセス領域
22個（SWの場合）～25個（全分野）

キープロセスエリア
18個

エリア

成熟度レベル
1.初期
2.管理された
3.定義された
4.定量的に管理された
5.最適化されている

成熟度レベル
1.初期
2.反復できる
3.定義された
4.管理された
5.最適化する

レベル

CMMICMMICMMICMMI：：：：段階表現段階表現段階表現段階表現SWSWSWSW----CMMCMMCMMCMM構成要素構成要素構成要素構成要素
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ＣＭＭＩへの期待

� 組込みソフトなどへの適用範囲の拡大
� Agileな開発，Lightweightな開発などとの対

比，融合
� 認証や認定（ＣＭＭＩ自体には仕組みなし）

プロダクト観点：脆弱性

� システム，ネットワーク，アプリケーション，または関
連するプロトコルのセキュリティを損なうような，予
定外の望まないイベントにつながる可能性がある
弱点の存在や，設計もしくは実装の欠陥

� ソフトウェア品質の一つであるが，（特定分野のソ
フトウェアを除いて）これまであまり重視されていな
かった

ライフサイクル

１ 発生（Birth）
２ 発見（Discovery）
３ 発覚（Disclosure）
？ 修正（Correction）
？ 周知（Publicity）
？ スクリプティング（Scripting）
７ 消滅（Death）

侵入件数の時間変化

侵入件数

時間

発覚 修正
（パッチ公表）

スクリプティング

パッチによる対処の問題点

� 開発者は既知の脆弱性しか修正することができな
い．
� ソフトウェアベンダーは市場からの圧力に屈する形

でパッチを性急に公開する場合が多い．
� 多くの場合，パッチは対処療法にすぎず，脆弱性

の根本原因を取り除くわけではない．
� システム管理者はパッチをシステムに当てたがらな

い．

最近の傾向

� サーバマシンだけでなく，常時接続された「家庭の
ＰＣ」も標的になりつつある．
� 脆弱性に付け込むための手順が，「ソフトウェア部

品」として流通し始めている．
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対抗するためには

� 周知された脆弱性を持つものがないかどうか，常
時チェックするための自動化ツールの実現．
� システム管理者が安心してパッチを当てることので

きる体制の整備．
� ソフトウェア開発時に脆弱性が混入するのを防ぐ

技術の開発．

リソース観点：プロダクトライン

� ソフトウェア資源（リソース）の再利用の一形態．
� 特定の市場分野におけるニーズを満たす特徴を共

有するソフトウェアシステムの集合であり，「コア資
産（Core Asset）」と呼ばれる共通集合から作り
出されたもの．
� コア資産には，再利用可能なソフトウェアコンポー

ネントだけでなく，アーキテクチャ，ドメインモデル，
要求，仕様，性能モデル，スケジュール，予算，テス
ト計画，テストケース，作業計画，プロセス記述，な
どが含まれる．

資産形成

� ソフトウェアプロダクトラインを構成する全てのソフ
トウェアシステムが持つ機能や特性（共通性）と，
個々のシステムが持つ固有の機能や特性（可変
性）の境界点（Variation Point）を明確にする．
� プロダクトライン全体のアーキテクチャとスコープ

（Product line scope） を決定する．

資産運用

� 製品に求められる機能や品質を実現するために，
プロダクトライン全体のアーキテクチャから製品固
有のアーキテクチャを生成する．
� コア資産を用いてユーザが要求するソフトウェア製

品を実現する．

ソフトウェアの現状

暮らしを取り巻くソフトウェアの状況

暮らしはソフトウェアでいっぱい

� リセットスイッチのついた家電製品の登場
� ＢＳデジタルチューナー，ビデオデッキ，．．．

� 比重はハードからソフトへ
� ハードウェア構成はほとんど同じ．ソフトウェアで機能の

差別化を図る．

� ソフトウェアの変更容易性を活用する．
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ソフトウェアによる差別化

� 携帯電話も，ＰＤＡ（ザウルスなど）も，カーナビも，
ハードウェア構成に大きな違いはない．

通信ポート

ディスプレイ

キーボード

外部機器接続用

インタフェース

ディスプレイ

変更容易性の活用（１）

組込みソフトウェア（ROM）

地図情報

� 初期のカーナビシステム

位置情報位置情報

変更容易性の活用（２）

位置情報位置情報

プログラム領域プログラム領域

地図情報＋地図情報＋
最新のソフト最新のソフト

ウェアウェア

ディスプレイディスプレイ

� 最近のカーナビシステム

基本地図基本地図
基本ソフト基本ソフト

通信通信
端末端末

プログラム領域プログラム領域

ディスプレイディスプレイ

変更容易性の活用（３）

インターネットインターネット

目的・機能別

ソフトウェア

最新の地図情報最新の地図情報

道路情報道路情報

サービスサービス

要求要求

サービスサービス

ホストホスト

サービスサービス

ホストホスト

位置情報位置情報

� 最新のカーナビシステム

巨大なソフトウェアでいっぱい

� 携帯電話に組み込まれるソフトウェアの規模

1993      1995      1997      1999      2001

プログラム行数

1,000,000

100,000

10,000

0

一昔前の

「銀行オンライン

システム」の規模

古いソフトウェアでいっぱい

� レガシーソフトウェア
� ユーザからの新しい要求に対して，システムの修正や発

展（進化）が難しくなっているソフトウェア

�作られてから１０年以上経過している．

�巨大（数百万行以上）である．

� ＣＯＢＯＬ等の古い言語で記述されている．

�他ソフトウェアとのインタフェースを持たない．
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今後の展望

CHAOS Report

� 1994年 http://www.standishgroup.com/sample_research/
� プロジェクト成功率 １６．２％

（大企業では９％）

� プロジェクトキャンセル率 ３１．１％
� 残り５２．７％では平均８９％の開発費超過

� 2003年
� プロジェクト成功率 ３４％
� 米国ソフトウェア開発費３８２０億ドルのうち，管理の失
敗による損失は８２０億ドル．

ソフトウェア管理の最近の話題

� Classic, extreme (agile) or something 
else
� Portfolios of projects
� Maintenance or new development
� Hacking, viruses, and other threats to 
communication
� Distributed or virtual teams

By Michael Barker

Classic, extreme (agile) or 
something else

� Programming is going through 
discussions about the “right”
approach, whether that is classical 
software engineering or extreme 
(agile) approaches. 
� Project management has a parallel 
issue, as pm reflects the project 
lifecycle.

Portfolios of projects

� How do you handle and manage a 
number of projects?  
� Can you be more efficient with a 
portfolio?  
� How do you select the projects and 
what is different about a portfolio?

Maintenance or 
new development

� Various companies argue that you 
shouldn't do maintenance, instead do 
full redesign and replacement.  
� Some software developers also argue 
that the emphasis should be on new 
development. 
� Taking this approach simplifies 
development since you don't have to 
provide the normal maintenance 
editing and support tools.
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Hacking, viruses, and other 
threats to communication

� Projects run on communications.  
However, that capability is under 
attack.

Distributed or virtual teams

� It used to be normal to move all team 
members to the same location.
� However, with global teams and 
other influences, teams are likely to 
be physically separated.
� How does pm use telecom and other 
tech to make such teams work.

Evidence Based Software 
Engineering

� Keynote Speech in International 
Symposium on Software Metrics 2003 
(Sydney, Sep. 2003)
� By Dieter H. Rombach (Fraunhofer
Institute for Experimental Software 
Engineering)

Evidenceの欠如

� ソフトウェア開発に関わる研究（research）と現
場（practice）の間の大きなギャップは，「研究」，
「教育 」 ， 「 技 術移転 」 に お け る “Evidence-
based Software Engineering”の欠如が原
因である．

Empirical Study統合の必要性

� 統計的な観点からみても，Empirical SE以外
の 研 究 者 や 開 発 者 か ら み て も ，Empirical 
studyの結果のTrustabilityを獲得するに至っ
ていない．
� Empirical studyの結果を う ま く統合 す れ
ば ， ” Observation” を ” Law” に ， 更 に
は”Theory”にすることができるはずである．

Cochrane Collaboration

� ヘルスケアの介入の有効性に関するシステマティッ
ク・レビューを作り，手入れし，アクセス性を高める
ことによって，人々がヘルスケアの情報を知り判断
することを支援する国際プロジェクト（ＮＰＯ）．
� Evidence-based Medicine:EBMを実践す

るために有用な情報を提供する．
� The Cochrane Library
� キーワード検索により，疑問点に関するエビデンスを知る

ことができる．
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データ収集に基づくソフトウェア開発支
援システム

� 文部科学省リーディングプロジェクト 「e-Society
基盤ソフトウェアの総合開発」の一環として実施．
� 新しい産学連携の枠組み

eeee----SocietySocietySocietySociety基盤基盤基盤基盤ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアのののの総合開発総合開発総合開発総合開発
研究開発の目的：世界最高水準の高度情報通信システム形成のための鍵となるソフトウェア開

発を実現させ、いつでもどこでも誰でも安心して参加できるIT社会を構築

研究開発の趣旨及び効果：産業界からのニーズに基づき、大学等が持つ研究ポテンシャル、人

材養成機能を最大限活用し、社会の基盤となるソフトウェアの研究開発と研究者養成を一体

的に推進することにより、社会基盤ソフトウェアに関わる新たな市場創出が期待される。

研究の概要：

記憶容量や計算速度等の制約が大きい場合でも、その制
約にあわせて組込みソフトウェアを自動生成する技術
(開発コスト・開発時間を５分の１に削減) 等

高高高高いいいい生産性生産性生産性生産性をををを持持持持つつつつ高信頼高信頼高信頼高信頼
ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア作成技術作成技術作成技術作成技術のののの開発開発開発開発

情報情報情報情報のののの高信頼高信頼高信頼高信頼蓄積蓄積蓄積蓄積・・・・
検索技術検索技術検索技術検索技術等等等等のののの開発開発開発開発

自己管理を可能とするデータベースシステム
(データベースの壊滅的な障害を従来より１桁早い処理
時間で自己修復出来る等、管理コストを1/10以下に低減
可能) 等

♭♭♭♭
♪♪♪♪♪

♯∮∮∮∮♭♭♭♭
♪♪♪♪♪

♯

∮∮∮∮♭♭♭♭
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

♯∮∮∮∮♭♭♭♭
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

♯

∮∮∮∮

いつでもどこでも誰でも安心して参加できるIT社会の構築

高信頼ソフトウェア作成技術
情報の高信頼蓄積・検索技術等

人手に頼る

プログラム作成・

情報管理の限界

いつでもどこでも誰でも安心して参加できるIT社会の構築

高信頼ソフトウェア作成技術高信頼ソフトウェア作成技術
情報の高信頼蓄積・検索技術等情報の高信頼蓄積・検索技術等

人手に頼る

プログラム作成・

情報管理の限界

人手に頼る

プログラム作成・

情報管理の限界

プロジェクトリーダープロジェクトリーダープロジェクトリーダープロジェクトリーダー
片山卓也教授片山卓也教授片山卓也教授片山卓也教授

((((北陸先端大学北陸先端大学北陸先端大学北陸先端大学))))

プロジェクトリーダープロジェクトリーダープロジェクトリーダープロジェクトリーダー
村岡洋一教授村岡洋一教授村岡洋一教授村岡洋一教授
((((早稲田大学早稲田大学早稲田大学早稲田大学))))

平成１６年度概算要求額
１，２０２百万円

（ １，２０２百万円）

狙いとアプローチ

� Mega Software Engineering
� プロジェクトにまたがった大規模データを収集収集収集収集，，，，蓄積蓄積蓄積蓄積する
技術(Inter-project Data Collection)

� 得られたデータを大域的に解解解解析析析析・・・・評価評価評価評価する技術
(Global Analysis)

� 評価結果に基づいて経験や知識を資産化資産化資産化資産化する技術
(Software Asset Management)

� 粒 度 間 の 情 報 交 換 技 術 (Knowledge 
Circulation)

Mozillaにおけるコードクローン含有率
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3つのステップ

粒
度

計測計測計測計測・・・・検索検索検索検索
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ベースとなるシステム

� オープンソース開発管理システムを基本
� CVS：レポジトリ構築、バージョン管理

� MailMan：メール蓄積、管理

� Gnats：バグ追跡

� 既存のWebインターフェースの利用
� Corporate Source （ZeeSource）

システムアーキテクチャ

Versioning
(CVS)

Mailing
(Mailman)

Issue
tracking

(GNATS)

Other tool
data

Format
Translator

Format
Translator

Format
Translator

Format
Translator

Process data archive
(XML format)

Product data archive
(CVS format)

Code clone
detection

Component
search

Metrics
measurement

Project
categorization

Cooperative
filtering

Corporate
Source
GUI

Managers

Developers

Project x
Project y
Project z. . .

データ収集，分析，フィードバック

1. Huge data 
collection

3. Feedback 
for organizational
Improvement

2. Intensive data 
analysis

Software development organizationRelated organizations

1. 

1. Other data resources,
e.g., Open Source 
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大学工房モデル

� 実践的ＳＥのための産学協力方式

大学大学大学大学 大学工房大学工房大学工房大学工房 産業界産業界産業界産業界

人材派遣
新しい技術

技術の評価結果
研究資金
新しいテーマの発見

人材派遣
問題提供
予算提供

問題解決
ノウハウ吸収
人材育成

プロジェクトの階層

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト推進推進推進推進ラボラボラボラボ

-プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト長長長長
-専任専任専任専任マネージャマネージャマネージャマネージャ
-企業出向者企業出向者企業出向者企業出向者
-大学兼任者大学兼任者大学兼任者大学兼任者

中核企中核企中核企中核企業業業業

-NTTソフトソフトソフトソフト

-日立日立日立日立システムアンドシステムアンドシステムアンドシステムアンド

サービスサービスサービスサービス

-日立公共日立公共日立公共日立公共システムシステムシステムシステム

-SRA
中核大学中核大学中核大学中核大学

-奈良先端大奈良先端大奈良先端大奈良先端大

-大阪大大阪大大阪大大阪大

技術委員会技術委員会技術委員会技術委員会

----メトリクスメトリクスメトリクスメトリクス

----安全性安全性安全性安全性

----プロセスプロセスプロセスプロセス改善改善改善改善

----形式手法形式手法形式手法形式手法

…………

協力企業協力企業協力企業協力企業

----国内国内国内国内・・・・国外企業国外企業国外企業国外企業

協力大学協力大学協力大学協力大学

----国内国内国内国内・・・・国外大学国外大学国外大学国外大学

公開シンポジウム EASE2003

� １１月７日に東京でシンポジウム開催
� 参加費無料
� 招待講演者

� Vic Basili, Barry Boehm, Dieter Rombach, 
Ross Jeffery

� http://se.aist-nara.ac.jp/EASE2003/index.html

EASE (Empirical Approach to Software Engineering)


